
令和８年１月 19 日 
資料２ 

保健師助産師看護師国家試験制度改善検討部会 

 

保健師助産師看護師国家試験の変遷について 

 

１．保健師助産師看護師国家試験制度に関する検討の変遷 

名称 検討会(改善部会)を受けた改善事項及び改善時期 

国家試験の改善に向け

検討する会(医療関係者

審議会保健婦助産婦看

護婦部会国家試験検討

委員会) 

(S56.8～S60.6) 

＜中間意見書(S60.6)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

目的 

｢時代が求める看護職としての能力を問う｣ための国家試験内容への変革 

検討中に改善されたこと 

⚫ 看護婦国家試験について 

・「指定規則」に応じて試験科目ごとの出題数を変更(S57春から実施) 

・状況設定問題の導入(S58春から一部実施) 

・主要科目の出題目標と範囲の明確化【出題基準の試行】(S59春から実施) 

改善が提案された事項 

⚫ 国家試験の実施を年１回とする 

・保健婦・助産婦(S63から実施)、看護婦(H2から実施) 

今後検討を要する事項 

⚫ 保健婦・助産婦国家試験にかかる主観式問題の採点法の工夫及び状況設定問

  題の導入 

⚫ 試験問題のプール制導入 

医療関係者審議会保健

婦助産婦看護婦部会国

家試験検討委員会 

( ～S63.4.14) 

＜報告書(S63.4.14)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 客観式多肢選択問題(一般問題)の出題形式の変更(H2から実施) 

・五肢択一 → 四肢択一  ・解答時間１問90秒 → 60秒 

・(看)出題数150問、総解答時間２時間30分 

・(保・助)出題数75問、総解答時間１時間15分 

⚫ 看護師国家試験における状況設定問題の導入 

・解答時間１問２分 

・出題数60問、総解答時間２時間 

・午前は一般問題、午後は状況設定問題 

⚫ 出題基準（出題基準は４年ごとの見直しが必要） 

・保健婦助産婦看護婦国家試験出題基準の適用(H2から実施) 

⚫ 完全プール制の導入は現時点では不可能。既出問題の一部を洗練し、問題を

  プールし使用することは適当 

医療関係者審議会保健

婦助産婦看護婦部会国

家試験検討委員会 

(H6.11.18～H7.3.30) 

＜報告書(H7.3.30)＞ 

目的 国家試験の合格発表を早期に行うための検討 

⚫ 国家試験の実施時期を１週間繰り上げ(H9から実施) 

⚫ 卒業(修業)証明書の提出期限は３月中旬に繰り上げ(H9から実施) 

⚫ 保健婦・助産婦国家試験の主観式問題を客観式問題(状況設定問題)に変更す

  ることを検討 

医療関係者審議会保健

婦助産婦看護婦部会国

家試験検討委員会 

(H7.8.30～H8.3.26) 

＜報告書(H8.3.26)＞ 

目的 保健婦・助産婦国家試験の状況設定問題導入の検討 

⚫ 保健婦・助産婦国家試験の主観式問題を状況設定問題に変更(H9から実施) 

・解答時間１問２分 

・出題数30問、総解答時間１時間 
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医道審議会保健師助産

師看護師分科会保健師

助産師看護師国家試験

制度改善検討部会 

(H13.7.10～H14.3.29) 

＜報告書(H14.3.29)＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的 

｢時代が求める看護職員としての能力を問う｣ための国家試験制度の改善 

⚫ 応用力を問う問題を導入するため試験時間を延長(H15から実施) 

・一般問題１問60秒  

・応用力を問う一般問題１問90秒 

・保健師・助産師国家試験 総解答時間２時間20分 

・看護師国家試験 総解答時間４時間45分 

⚫ 看護師国家試験における必修問題(30問)の導入(H16から実施) 

・出題数及び時間の延長：出題数240問、総解答時間５時間15分 

・合格基準：必修問題は絶対基準、その他は相対基準 

⚫ 試験問題の公募及びプール制の導入 

今後検討を要する事項 

⚫ 看護師国家試験における禁忌肢の導入の検討 

⚫ 保健師助産師国家試験の改善(必修問題の導入の可否等を含めて検討) 

⚫ 定期的に部会を開催し、試験制度の評価・改善方策を検討することが必要 

医道審議会保健師助産

師看護師分科会保健師

助産師看護師国家試験

制度改善検討部会 

(H19.9.1～H20.3.14) 

＜報告書(H20.3.24)＞ 

 

 

 

目的 

｢時代が求める看護職員としての能力を問う｣ための国家試験制度の改善 

⚫ 保健師助産師看護師国家試験の必修問題について 

 ・看護師国家試験 出題基準の改定の時期に併せて30問から50問に変更 

⚫ 保健師助産師看護師Ｋ２タイプの廃止・Ｘ２タイプの導入 

⚫ 写真等の視覚素材の導入の促進 

今後検討を要する事項 

⚫ 助産師看護師国家試験における合格基準の検討 

⚫ 試験問題の妥当な評価方法等についての検討 

医道審議会保健師助産

師看護師分科会保健師

助産師看護師国家試験

制度改善検討部会 

(H23.11～H24.3) 

＜報告書(H24.4)＞ 

 

 

 

 

目的 

「時代が求める看護職員としての能力を問う｣ための国家試験制度の改善 

⚫ 出題内容と出題数について 

・職種ごとの出題内容の充実を図る 

・保健師および助産師国家試験の状況設定問題数を30問から35問に変更 

・状況設定問題における２連問の導入 

⚫ 非選択式の計算問題の導入 

⚫ 看護師国家試験における評価領域分類について 

・必修問題では評価領域分類Ⅰ型、状況設定問題では評価領域分類Ⅱ・Ⅲ型を

中心とした出題 

⚫ 写真等の視覚素材の導入の促進 

⚫ 公募問題の周知促進 

今後検討を要する事項 

⚫ 看護師国家試験出題基準「看護の統合と実践」の作成 
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医道審議会保健師助産

師看護師分科会保健師

助産師看護師国家試験

制度改善検討部会 

(H27.9.18～H28.2.22) 

＜報告書(H28.2.22)＞ 

 

目的  

「時代が求める看護職員としての能力を問う｣ための国家試験制度の改善 

⚫ 出題内容について 

・職種ごとの出題内容の充実を図る 

・「看護の統合と実践」の出題内容の見直し 

・出題内容に合わせて看護に求められる判断プロセスを問う方法を選択する 

・国家試験で問う知識については慎重に判断しつつ最新の知識を問う 

⚫ 長い状況文を付した単問状況設定問題の導入 

⚫ 非選択式の計算問題の出題の促進 

⚫ 一般問題及び状況設定問題における評価領域分類Ⅱ・Ⅲ型の出題の促進 

⚫ 視覚素材を活用した出題の促進 

⚫ 公募問題の周知促進 

今後検討を要する事項 

⚫ 看護師国家試験出題基準「看護の統合と実践」の出題基準の見直し 

 

医道審議会保健師助産

師看護師分科会保健師

助産師看護師国家試験

制度改善検討部会 

(R2.11.2～R3.3.29) 

＜報告書(R3.3.31)＞ 

 

目的  

「時代が求める看護職員としての能力を問う｣ための国家試験制度の改善 

⚫ 出題内容について 

・「指定規則」改正に伴う見直し 

・看護に求められる判断プロセスを問う出題の促進 

⚫ 保健師及び助産師国家試験の試験時間を延長 

・総回答時間：２時間35分 → ２時間40分（午前の試験時間を５分延長） 

⚫ 必修問題における既出問題の積極的な活用の推進 

今後検討を要する事項 

⚫ 看護師国家試験出題基準「看護の統合と実践」の出題項目の整理 

⚫ コンピュータの活用を検討するために必要な情報の整理、コンピュータ活用

の目的及び課題の明確化 

 

 



２．保健師助産師国家試験の変遷

１）保健師国家試験の変遷

回
第39回～

第73回
第74回～

第75回
第76回

第77回～
第82回

第83回～
第88回

第89回
第90回～

第94回
第95回～

第98回
第99回～
第108回

第109回～

年 Ｓ45～Ｓ62 Ｓ63～Ｈ元 Ｈ2 Ｈ3～Ｈ8 Ｈ9～Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16～H20 Ｈ21～H24 H25～R4 R5～

試験科目 ５科目 ５科目 ５科目 ４科目 ３科目 ３科目 ３科目 ３科目 ４科目 ４科目

試 

験 

方 

法

筆

答

主
観

論述式 ５問 ５問 ５問 ５問 なし なし なし なし なし なし

客

観

一 般 ５０問 ５０問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問

状況設定 なし なし なし なし ３０問 ３０問 ３０問 ３０問 ３５問 ３５問

試 験 時 間 ３時間４５分 ３時間４５分 ３時間４５分 ３時間４５分 ２時間１５分 ２時間２０分 ２時間２０分 ２時間２０分 ２時間３５分 ２時間40分

年 間 試 験 実 施 回 数 ２回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回

１ 回 の 試 験 日 数 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日

試験時間割

午
前

主観式 主観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式

午
後

客観式 客観式 主観式 主観式
客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

そ の 他
客観式問題は
五肢択一

客観式問題は
四肢択一

単純択一形式
又は

五肢複択形式

単純択一形式、
五肢複択形式又は

非選択式形式
(計算問題)

視覚素材

※赤字・下線は変更した箇所を表す
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２）助産師国家試験の変遷

回
第39回～

第70回
第71回～

第72回
第73回

第74回～
第79回

第80回～
第85回

第86回
第87回～

第91回
第92回～

第95回
第96回～
第105回

第106回～

年 Ｓ47～Ｓ62 Ｓ63～Ｈ元 Ｈ2 Ｈ3～Ｈ8 Ｈ9～Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16～H20 Ｈ21～H24 H25～R4 R5～

試験科目 ６科目 ６科目 ６科目 ８科目 ４科目 ４科目 ４科目 ４科目 ４科目 ４科目

試 

験 

方 

法

筆

答

主
観

論述式 ５問 ５問 ５問 ５問 なし なし なし なし なし なし

客

観

一 般 ５０問 ５０問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問 ７５問

状況設定 なし なし なし なし ３０問 ３０問 ３０問 ３０問 ３５問 ３５問

試 験 時 間 ３時間４５分 ３時間４５分 ３時間４５分 ３時間４５分 ２時間１５分 ２時間２０分 ２時間２０分 ２時間２０分 ２時間３５分 ２時間40分

年 間 試 験 実 施 回 数 ２回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回

１ 回 の 試 験 日 数 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日

試験時間割

午
前

主観式 主観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式

午
後

客観式 客観式 主観式 主観式
客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

そ の 他
客観式問題は

五肢択一

客観式問題は

四肢択一

単純択一形式
又は

五肢複択形式

単純択一形式、
五肢複択形式又は

非選択式形式
(計算問題)

視覚素材

※赤字・下線は変更した箇所を表す
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３）看護師国家試験の変遷

回
第41回～

第78回
第79回～

第80回
第81回～

第88回
第89回～

第91回
第92回

第93回～
第97回

第98回 第99回 第100回 第101回 第102回～

年 Ｓ46～Ｈ元 Ｈ2～Ｈ3 Ｈ4～Ｈ11 Ｈ12～Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16～H20 H21 H22 H23 Ｈ24 Ｈ25～

試験科目

専門基礎 ８科目 ８科目 １０科目 ３科目 ３科目 ３科目 ３科目 ３科目 ３科目 ３科目 ３科目

専 門 ４科目 ４科目 ５科目 ７科目 ７科目 ７科目 ７科目 ７科目 ７科目 ８科目 ８科目

試 

験 

方 

法

筆

答

主
観

論述式 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

客

観

一 般 ９５問 １５０問 １５０問 １５０問 １５０問
１８０問
(必修問題

３０問含む)

１８０問
(必修問題

３０問含む)

１８０問
(必修問題

５０問含む)

１８０問
(必修問題

５０問含む)

１８０問
(必修問題

５０問含む)

１８０問
(必修問題

５０問含む)

状況設定 なし ６０問 ６０問 ６０問 ６０問 ６０問 ６０問 ６０問 ６０問 ６０問 ６０問

試 験 時 間 ４時間 ４時間３０分 ４時間３０分 ４時間３０分 ４時間４５分 ５時間１５分 ５時間２０分 ５時間２０分 ５時間２０分 ５時間２０分 ５時間２０分

年 間 試 験 実 施 回 数 ２回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回 １回

１ 回 の 試 験 日 数 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日 １日

試験時間割

午
前

客観式 客観式 客観式 客観式 客観式 客観式
客観式

(状況設定含む)
客観式

(状況設定含む)
客観式

(状況設定含む)
客観式

(状況設定含む)
客観式

(状況設定含む)

午
後

客観式
客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定)

客観式
(状況設定含む)

客観式
(状況設定含む)

客観式
(状況設定含む)

客観式
(状況設定含む)

客観式
(状況設定含む)

客観式
(状況設定含む)

そ の 他

客観式問題は
五肢択一

客観式問題は
四肢択一

単純択一形式
又は

五肢複択形式

単純択一形式、
五肢複択形式又は

非選択式形式
(計算問題)

男女選択(主
観)問題を開始

新カリから男女
選択問題を廃止

視覚素材

EPAによる看護師
候補者への対応

※客観式多肢
選択問題

新カリ・旧カ
リ問題あり

※赤字・下線は変更した箇所を表す
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３．保健師助産師国家試験の試験科目の変遷

１）保健師国家試験の試験科目の変遷

回 第1回～第38回 第39回～第76回 第77回～第82回 第83回～第98回 第99回～

年 Ｓ27～Ｓ45 Ｓ45～Ｈ2 Ｈ3～Ｈ8 Ｈ9～H24 H25～

試験科目数 １５科目 ５科目 ４科目 ３科目 ４科目

試験科目

公衆衛生及び予防学 公衆衛生看護論 公衆衛生看護学 地域看護学 公衆衛生看護学

厚生行政 疫学 疫学 疫学・保健統計 疫学

社会統計 健康管理論 健康管理論
保健福祉行政論

保健統計学

母性及び小児衛生 社会福祉・社会保障制度論 保健福祉行政論 保健医療福祉行政論

学校衛生 公衆衛生行政

産業衛生

伝染性疾患予防

慢性疾患予防

公衆衛生看護の原理及び実際

公衆衛生看護

母性保健指導

乳幼児保健指導

学校保健指導

産業保健指導

伝染性疾患予防指導

慢性疾患保健指導

栄養
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２）助産師国家試験の試験科目の変遷

回 第1回～第38回 第39回～第73回 第74回～第79回 第80回～

年 Ｓ27～Ｓ46 Ｓ47～Ｈ2 Ｈ3～Ｈ8 Ｈ9～

試験科目数 ８科目 ６科目 ８科目 ４科目

試験科目

産科学 母子保健概論 助産学概論 基礎助産学

新生児学 母子保健医学 生殖の形態・機能 助産診断・技術学

助産の原理と実際 助産論 母性の心理・社会学 地域母子保健

助産倫理及び助産史 助産業務管理 乳幼児の成長発達 助産管理

助産法 母子保健管理 助産診断学

母性保健指導 地域母子保健 助産技術学

乳児保健指導 地域母子保健

母子衛生行政 助産業務管理

栄養
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３）看護師国家試験の試験科目の変遷

回 第1回～第3回 第4回～第40回 第41回～第80回 第81回～第88回 第89回～第100回 第101回～第113回 第114回～

年 Ｓ25～Ｓ27 Ｓ27～Ｓ45 Ｓ46～Ｈ3 Ｈ4～Ｈ11 Ｈ12～ Ｈ24～R6 R7～

試験
科目
数

専門基礎 ５科目 ６科目 ８科目 １０科目 ３科目 ３科目 ３科目

専門 １１科目 １３科目 ４科目 ５科目 ７科目 ８科目 ８科目

試
験
科
目

専
門
基
礎

解剖生理学 解剖生理 解剖学 解剖生理学 人体の構造と機能 人体の構造と機能 人体の構造と機能

細菌学 細菌学 生理学 生化学 疾病の成り立ちと回復の促進 疾病の成り立ちと回復の促進 疾病の成り立ちと回復の促進

公衆衛生 衛生 生化学(栄養学を含む。) 栄養学 社会保障制度と生活者の健康 健康支援と社会保障制度 健康支援と社会保障制度

栄養及び食餌療法 個人衛生 薬理学(薬剤学を含む。) 薬理学

薬物及び調剤法 公衆衛生概論 病理学 病理学

栄養(食餌療法を含む。)微生物学 微生物学

薬理 公衆衛生学 公衆衛生学

社会福祉 社会福祉

関係法規

精神保健

専
門

看護学(理論及び実地)看護学(倫理及び実地)看護学(衛生法規を含む。) 基礎看護学 基礎看護学 基礎看護学 基礎看護学

看護史及び看護倫理 看護史 看護学総論 成人看護学 在宅看護論 成人看護学 地域・在宅看護論

内科学及び看護法 看護倫理 成人看護学 老人看護学 成人看護学 老年看護学 成人看護学

外科学及び看護法 看護原理及び実際 小児看護学 小児看護学 老年看護学 小児看護学 老年看護学

理学療法 公衆衛生看護概論 母性看護学 母性看護学 小児看護学 母性看護学 小児看護学

伝染病学及び看護法 内科学及び看護法 母性看護学 精神看護学 母性看護学

小児科学及び看護法 外科学及び看護法 精神看護学 在宅看護論 精神看護学

産婦人科学及び看護法 伝染病学及び看護法 看護の統合と実践 看護の統合と実践

皮膚ひ尿器科学及び看護法 小児科学及び看護法

眼科学及び耳鼻咽喉科学 産婦人科学及び看護法

精神病学及び精神衛生 精神病学及び看護法

職業的調整 眼科学、歯科学及び耳鼻咽喉科学

皮膚泌尿器科学

理学療法

※赤字・下線は第101回以降の変更した箇所を表す
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（人）

第97回

（H23）

第98回

（H24）

第99回

（H25）

第100回

（H26）

第101回

（H27）

第102回

（H28）

第103回

（H29）

第104回

（H30）

第105回

（H31）

第106回

（R2）

第107回

（R3）

第108回

（R4）

第109回

（R5）

第110回

（R6）

第111回

（R7）

受験者数 14,819 15,758 16,422 17,308 16,622 8,799 8,207 8,191 8,376 8,233 7,834 7,948 8,085 7,795 7,658

合格者数 12,792 13,555 15,766 14,970 16,517 7,901 7,450 6,666 6,852 7,537 7,387 7,094 7,579 7,456 7,196

合格率 86.3% 86.0% 96.0% 86.5% 99.4% 89.8% 90.8% 81.4% 81.8% 91.5% 94.3% 89.3% 93.7% 95.7% 94.0%
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（試験実施年）

４．保健師助産師国家試験の受験者数・合格者数・合格率の推移

１）保健師国家試験の受験者数・合格者数・合格率の推移
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（人）

第94回

(H23)

第95回

(H24)

第96回

(H25)

第97回

(H26)

第98回

(H27)

第99回

(H28)

第100回

(H29)

第101回

(H30)

第102回

(H31)

第103回

(R2)

第104回

(R3)

第105回

(R4)

第106回

(R5)

第107回

(R6)

第108回

(R7)

受験者数 2,410 2,132 2,113 2,079 2,037 2,008 2,053 2,230 2,105 2,105 2,108 2,089 2,067 2,151 2,050

合格者数 2,342 2,026 2,072 2,015 2,034 2,003 1,909 2,201 2,096 2,093 2,100 2,077 1,977 2,125 2,027

合格率 97.2% 95.0% 98.1% 96.9% 99.9% 99.8% 93.0% 98.7% 99.6% 99.4% 99.6% 99.4% 95.6% 98.8% 98.9%
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（試験実施年）

２）助産師国家試験の受験者数・合格者数・合格率の推移
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（人）

第100回

(H23)

第101回

(H24)

第102回

(H25)

第103回

(H26)

第104回

(H27)

第105回

(H28)

第106回

(H29)

第107回

(H30)

第108回

(H31)

第109回

(R2)

第110回

(R3)

第111回

(R4)

第112回

(R5)

第113回

(R6)

第114回

(R7)

受験者数 54,138 53,702 56,546 59,725 60,947 62,154 62,534 64,488 63,603 65,568 66,124 65,025 64,051 63,301 63,131

合格者数 49,688 48,400 50,232 53,495 54,871 55,585 55,367 58,682 56,767 58,513 59,769 59,344 58,152 55,557 56,906

合格率 91.8% 90.1% 88.8% 89.6% 90.0% 89.4% 88.5% 91.0% 89.3% 89.2% 90.4% 91.3% 90.8% 87.8% 90.1%
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（試験実施年）

３）看護師国家試験の受験者数・合格者数・合格率の推移
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